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ソフトウェア保守

• ソフトウェア保守 

・ソフトウェア工学において既存のソフトウェアを改良・最適化する 

・バグを修正する 

• 開発工程において、保守に労力がかかる  

→バグを予測推定することは労力を削減できると言われている 

→ソフトウェア保守に関する論文は多く存在している 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目的

•既存のソフトウェア保守に関する研究を理解することは
OSS保守工数推定に大きく貢献する 

•実際のメンテナンスの労力を削減する 

そのため本研究では 

→OSS保守に関する文献をレビューする 

→文献を分類する 
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Research Question

1.OSSのために提案された保守工数推定にはどのような根拠があるか？ 

2.OSS開発記録から抽出される保守工数推定のメトリクスを分類するこ
とはできるか？ 

3.一般的なプロジェクトとOSSのデータセットのサイズはいくつか？ 
データセットがどのように保守を円滑にする手法に関係するか？ 

4.どの方法/アプローチが使用されているか 

5.全体の推定の精度は?
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文献抽出の方法

• 自動で抽出 

Kitchenham et al。 [19]の手法を用いて抽出 

• 手動で抽出（文献を検索できるサービスを用いて） 

・Inspec 　・ Compendex 　・IEEE Xplore 　・ACM Digital Library 　　　　　 

・ Science Direct ・ Google Scholar 

→PICOのキーワードを用いて関連する文献を抽出する
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PICOとは

P:Population  I:Intervention C:Comparison O:Outcome  
※今回はComparisonは対象外とする 

• Population : open source 
★ terms : “Open source”, OSS, FOSS, FLOSS, opensource, libre, free. 

• Intervention : 保守コスト見積もり 

★ terms : maintain, maintenance, evolve, evolution, bug fix, bug fixing, 
defect fixing, defect resolution, effort, cost, estimation, prediction. 

• Outcome : 保守コスト見積もりはOSSに対して有益に

働く 
★ terms : empirical, validation, experiment, evaluation, “case study”
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文献の抜粋方法
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Snowball : 関連研究を探す手法 
[8] D. Badampudi, C. Wohlin, and K. Petersen. Experiences 
from using snowballing and database searches in 
systematic literature studies. In EASE ’15: Proceedings 
of the 19th International Conference on Evaluation and 
Assessment in Software Engineering, pages 17:1–17:10, 
2015.



Quality  Assessment

下記の4つの問いに、 

”YES” “Partially” “No”で判断し、 YES = 1 Partially = 0.5 No = 0で点数付けする  

Q1 調査の目的は明確に定義されているか？ 

Q2 研究の背景は記述されているか？ 

Q3 解決策がきちんと提示されているか？ 

Q4 研究の限界を提示しているか？ 

<スコアの分類> 

High:soccer=4   Medium:2 < score <4  Low:score<2 
HighとMediumの文献を残す
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結果：RQ1 part1

RQ1:OSSのために提案された保守工数推定にはどのような根拠がある
か？
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・文献は５つのTopicに分類できる 

・全てそれぞれのTopicについて工数見積もり 
　推定について書かれた論文である



結果：RQ1 part2
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・メンテナンスの活動を予測する分野 
　の予測方法を発展させる研究が多い 



結果 : RQ2 part1

RQ2 : OSS開発記録から抽出される保守コスト推定のメトリクスを分類すること

はできるか？ 
メトリクスを5つのカテゴリーに分類した 

• プロジェクト  （プロジェクト全体の特徴） 

• size, time, task, bugs, commits,developers 

• 変更　（パッチのソースコードの特徴) 

• Cyclomatic complexity (CC)(循環的複雑度), function, LOC, file, class, operator        

• 報告書 
• info(基本情報), stakeholder(利害関係者), time, similarity(類似性), process, quality 

• 参加者 
• bug reporter, bug owner, bug trigger, bug collaborator 

• コミュニティー 
• contributor, activity, workload(仕事量)
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結果 : RQ2 part2

• 研究のトピックごとにメトリクスを分類すると

12



結果 : RQ3 part1

• RQ3 : 一般的なプロジェクトとOSSのデータセットのサイズはいくつか？

データセットがどのように保守を円滑にする手法に関係するか？
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・Mozillaを分析する研究が 
　もっともっと多い 
・大規模プロジェクトを分析 
　している 



結果 : RQ3 part2

• それぞれのトピックのdatasetのサイズの分布
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29個中6個の研究が、より大きい 
データセットを使用している 

大きなデータセットから得られる 
データは、より正確である可能性が高い

size: データセットに含まれるバグIDの数と対する処理の数 



結果 : RQ4

RQ2 : どの方法/アプローチが使用されているか? 
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線形回帰
分類
労働力相関関係
分類
一般線形モデル

分類モデル
非線形方程式

線形回帰
決定木
サポートベクターマシン
k近傍法

ロジスティック回帰分析
Apriori & K-means

単純ベイズ分類器
分布関数
加重平均類似性



結果 : RQ5 

RQ5 : 全体の推定の精度は?
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[PRED25] 
見積り誤差率の絶対値が25%以内であるプロ
ジェクトの比率

[Accurancy] 
正確さ

[Precision] 
適合率

[recall] 
再現率

[F-Measure] 
F値



まとめ

• ソフトウェア保守にはさまざまなアプローチがある 

• 使用されるデータセットは正確なデータを得るため大
きいものが多い 

• 使用される手法により精度が異なる 

• 今後、現在の手法の精度の向上　改善が要求される
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